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北名古屋市国際交流協会副会長　 　　杉野 　祐敬

ー西春師勝土地（株）という不動産会社の
会長さんでもありますね。お仕事で外国の方
と交流することもありますか？
賃貸やアパートに外国人が入居するということはありますが、ほとんどが雇用主である企
業さんとの契約なので、直接お話することは少ないですね。でも、労働ビザの確認をしたり
と多少の交流はあります。市内には随分たくさんの外国人が住んでいらっしゃいますから、
いろんなイベントで会うこともありますね。協会が行っている外国人向けの日本語教室は、
市内に住む外国人の方にとても有用な教室だと思っています。
ー杉野さんも協会の韓国語講座を受講していらっしゃるんですよね。
７年位前から韓国語教室に通っています。前会長の水田さんからお誘いを受けて始めま
した。２０年以上も前に韓国に旅行をしたときは、全く文字が読めず、もちろん話すこともで
きませんでしたが、７年続けると、読んだり聞いたりできる言葉が増えました。韓国語は面
白いですよ。日本語と助詞や形容詞の使い方も同じなので、覚えやすいですしね。勉強し出
したら、映画やドラマにもはまりました。録画しておいてたまってしまうと、徹夜して朝まで
見たくなるくらいです（笑）。

ー海外旅行もたくさん行きましたか？
韓国には何度も行きました。 残念ながらまだ務安には行っていませんが、務安の皆さんが
いらっしゃった時には交流をさせていただき、よい経験になりました。眞子様がお出かけに
なったブータンにも行きました。日本文化に似ているところもあり、とても親日的でした。モ
ンゴルに行ったときは、大火事の後だったので見舞金を持って行きました。ちょうどナーダ
ム祭というお祭りの時期だったのもあり、国賓級の扱いで山羊を目の前で丸焼きにしてく
れるというごちそうをしてくれました。これは残念ながら私たちの口には合わず、ほとんど食
べられませんでしたが、モンゴルの人たちが大喜びで食べてくれたので良かったです。相撲
や競馬、民謡など、モンゴルもとても日本と似ています。この時通訳してくれたモンゴルの人
が、後に東京の大学で勉強していた際、名古屋を案内したこともあります。
ーこれからの国際交流について、どうお考えですか？
協会では国際理解講座を開いていますが、このように国際的な知識のある先生のお話を
聞く機会が大切だと思います。世界の流れを知ることが重要なことです。世界に出て行くこ
とも大切ですし、日本に来てくれた外国の人との交流も良いことですが、今の世界の実態
をしっかりと理解すること、『世界の真理』を知ることは、日本の未来のためにも非常に重
要なことだと思います。

4
月
8
日
、北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル
で
、通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。多

く
の
人
と
交
流
し
、世
界
に
つ
な
ぐ
夢
と
希
望
を
拡
げ
る
た
め
、「
国
際
交
流
の
場

つ
く
り
、国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り
、国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
」な
ど
市
民
が
主

役
に
な
る
草
の
根
交
流
を
推
進
し
ま
す
。そ
し
て
、北
名
古
屋
市
の
国
際
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
協
会

づ
く
り
を
め
ざ
す
平
成
29
年
度
事
業
計
画
、予
算
案
等
が
決
定
し
ま
し
た（
写
真
は
昨
年
の
も
の
で
す
）。
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平
成
29
年
度
の
重
点
事
業

平
成
29
年
度
事
業
計
画

◆
国
際
交
流
の
場
つ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

・
協
会
設
立
10
周
年
を
記
念
し
て
、草
の
根
交
流
海
外

　

派
遣
事
業
を「
市
民
が
主
役
」と
な
る
国
際
交
流
の
モ

　

デ
ル
事
業
と
し
て
推
進
す
る
。

・
外
国
籍
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
る
。

・
国
際
交
流
の
成
果
を
地
域
お
こ
し
に
つ
な
ぐ「
北
名
古

　

屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
す
る
。

《
第
6
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》　
ア
ジ
ア
太

平
洋
諸
国
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、食
と
文
化
の
交
流
を

通
じ
て
、国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、市
民
手
づ
く
り
の

ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

《
国
際
フ
ェ
ア
》　
国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
7
」、「
第
6
回
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
フ
ェ

ス
タ
」な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
、国
際
理
解
を
深
め
ま
す
。

《
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教

室
》　
名
古
屋
芸
大
の
留
学
生

と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場

と
し
て
、芸
術
教
室
を
開
講
し
、

国
際
理
解
を
深
め
、子
ど
も
た

ち
の
国
際
感
覚
を
育
て
ま
す
。

《
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　
韓
国
務
安
郡
、米
国
グ
ア

ム
な
ど
海
外
の
自
治
体
や
国
際
交
流
団
体
等
を
受
け
入

れ
、「
市
民
が
主
役
」と
な
る
草
の
根
の
国
際
交
流
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

《
社
会
人
日
本
語
教
室
》　
外
国
籍
市
民
を
対
象
に
基
礎

的
日
本
語
の
習
得
や
日
本
社
会
で
の
適
応
能
力
を
高
め

る
た
め
の
教
室
で
す
。毎
週
、金
曜
日
夜
、市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
ま
す
。

《
子
ど
も
日
本
語
教
室
》　
市
内
公
立
小
中
学
校
に
通
う

外
国
籍
市
民
の
子
女
を
対
象
に
日
本
語
の
学
習
支
援
と

日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、在
籍

の
小
中
学
校
で
の
出
張
教
室
方
式
で
毎
週
1
回
開
講
し

ま
す
。

《
外
国
語
講
座
》　
一
般
市
民
を
対
象
に
、韓
国
語
２
コ
ー

ス
、中
国
語
1
コ
ー
ス
、英
会
話
２
コ
ー
ス
の
3
か
国
語

5
コ
ー
ス
を
健
康
ド
ー
ム
で
開
講
し
ま
す
。

《
外
国
語
学
習
事
業
補
助
》　
市
内
で
語
学
学
習
す
る
グ

ル
ー
プ
に
対
し
て
、そ
の
講
師
料
の
一
部
を
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
し
ま
す
。

《
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業
》　
学
校
、団
体
や
企
業

な
ど
の
要
望
に
よ
り
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
と

と
も
に
、翻
訳
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
し
ま
す
。

《
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
》　
北
名
古
屋
地
域
ブ

ラ
ン
ド
産
品
を
開
発
普
及
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。イ
メ
ー
ジ
・

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
っ
ち
ゃ
ん
」を

活
用
し
て
、「
北
名
古
屋
ブ
ラ
ン

ド
産
品
」の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

《
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　
外
国
籍
市

民
と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
対
象
と
し
た
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し
ま
す
。

《
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　
一
般
市
民
を
対
象
に
、国
際

理
解
を
深
め
る
た
め
、《
世
界
を
識
る
シ
リ
ー
ズ
》、《
国
際

交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
》な
ど
の
講
演

会
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

《
国
際
交
流
事
業
補
助
金
》　
市
内
の
団
体
等
が
実
施
す

る
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
、そ
の
経
費
の
一
部
を
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

《
外
国
人
生
活
相
談
》　
地
域
で
暮
ら
す
外
国
籍
市
民
が

抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

《
会
報
発
行
》　
7
月
、11
月
、4
月
に「
北
名
古
屋
市
民

タ
イ
ム
ズ
」を
通
じ
て
、全
世
帯
に
届
け
ま
す
。

《
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
》　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、協

会
活
動
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
広
報
P
R
す
る
と
と
も
に
、交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、市
民
参
加
と
オ
ー
プ
ン
な
運

営
を
推
進
し
ま
す
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
》　
協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹

介
、各
種
講
座
の
案
内
、会
員
募
集
な
ど
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
更
新
し
ま
す
。外
国
語
版
は
、協
会
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
作
成
し
ま
す
。

◆
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

平
成
29
年
度
事
業

平成29年度収支予算書（単位：円）

収入の部 
負担金（会費等） 　　　　　 610,000
補助金・助成金 　　　　12,720,000
諸収入 　　　　　　　　　 1,776,000
繰越金 　　　　　　　　　 　297,000
　　　　　　　　計　　　　15,403,000
支出の部 
事務費 　　　　　　　　　 7,461,000
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）

事業費 　　　　　　　　 　7,902,000
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）

予備費 　　　　　　　　 　　40,000
　　　　　　　　計　　　 15,403,000
詳しくは協会までお問い合わせください

未来のために
　世界の真理 を知ること

北名古屋市国際交流協会の副会長・杉野祐敬さん。
杉野さんの国際交流活動や人となりを取材しました。
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◆
国
際
交
流
の
担
い
手
で
あ
る
人
づ
く
り

◆
国
際
交
流
の
場
つ
く
り

　　

協
会
設
立
10
周
年
を
記
念
し
て
、草
の
根
の
国
際
交
流

を
推
進
し
地
域
の
国
際
化
に
つ
な
ぐ
た
め
、す
で
に
友
好

交
流
の
実
績
の
あ
る
韓
国
務
安
郡
と
今
後
の
交
流
が
見

込
ま
れ
る
米
国
グ
ア
ム
に
市
民
代
表
団
を
派
遣
し
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
企
画
・
運
営
・
実
施
ま
で
市
民
主

導
を
徹
底
し
、「
市
民
が
主
役
」と
な
る
国
際
交
流
の
モ
デ

ル
事
業
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
事
業
は
、北
名
古
屋
市
に
預
託
さ
れ
た
篤

志
家
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

《
グ
ア
ム
派
遣
》　

派
遣
時
期
…
平
成
29
年
6
月
28
日
〜

7
月
1
日（
3
泊
4
日
）　

派
遣
人
員
…
約
20
名　

公
募

時
期
…
4
月

《
務
安
郡
派
遣
》　

派
遣
時
期
…
平
成
29
年
11
月
9
日
〜

11
月
12
日（
3
泊
4
日
）　

派
遣
人
員
…
約
20
名　

公
募

時
期
…
8
月

《
収
入
の
部
》 

・
負
担
金（
参
加
費
等
）…
2
0
０
万
円

・
補
助
金（
市
）…
5
０
０
万
円

・
計
…
7
０
０
万
円

《
支
出
の
部
》 

・
事
業
費（
旅
費
・
需
用
費
・
役
務
費
・
委
託
料
等
）…
7
０

　
０
万
円

・
計
…
7
０
０
万
円

《
協
会
設
立
10
周
年
記
念
　第
5
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
》　

10
周
年
を
記
念
し
て「
こ
の
10
年
を
振
り

返
り
、次
の
10
年
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、ア
ジ
ア
太
平

洋
諸
国
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、市
民
手
づ
く
り
の
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

《
国
際
フ
ェ
ア
》　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
」、「
第
5
回
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
フ
ェ

ス
タ
」な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
た
。

《
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室
》 

名
古
屋
芸
大
の
留
学

生
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、芸
術
教
室
を

開
講
し
、国
際
理
解
を
深
め
、子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚

を
育
て
た
。

《
中
学
生
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　

北
名
古
屋
市
と
国

際
友
好
提
携
都
市
韓
国
務
安
郡
と
の
交
流
事
業
と
し

て
、次
代
を
担
う
中
学
生
を
相
互
に
派
遣
し
、交
流
を
深

め
、友
好
の
絆
を
強
め
た
。

《
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　

韓
国
務
安
郡
、米
国
グ
ア
ム
な

ど「
市
民
が
主
役
」と
な
る
草
の

根
の
国
際
交
流
の
実
現
に
努
め

た
。

《
社
会
人
日
本
語
教
室
》　

外
国

籍
市
民
を
対
象
に
、日
本
語
の

基
礎
能
力
を
つ
け
る
た
め
開
講

し
た
。

《
子
ど
も
日
本
語
教
室
》 

市
内

公
立
小
中
学
校
に
通
う
外
国
籍

市
民
の
子
女
を
対
象
に
日
本
語

の
学
習
支
援
と
日
本
語
習
得
の

た
め
に
開
講
し
た
。

《
外
国
語
講
座
》　
一
般
市
民
を
対
象
に
、韓
国
語
２
コ
ー

ス
、中
国
語
1
コ
ー
ス
、英
会
話
２
コ
ー
ス
の
3
か
国
語

5
コ
ー
ス
を
開
講
し
た
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　

研
修
会
や
交
流

会
を
開
催
し
た
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
》　
登
録
者
数
1
9
0
名
。

《
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
》　
「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵

母
入
り
・
の
む
酢
」や「
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム

入
り
・い
っ
ち
ゃ
ん
パ
ン
」な
ど
を
開
発
し
、

イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
、

「
第
5
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
」な

ど
で
、啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

《
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

　

外
国
籍
市
民
と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
対

象
と
し
た「
外
国
人
の
た
め
の
防
災
教
室
」

を
開
講
し
た
。

《
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　
一
般
市
民
を
対
象
に
、東
大

名
誉
教
授
姜
尚
中
氏
を
迎
え
て「
成
熟
社
会
の
在
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
た
。

《
外
国
人
生
活
相
談
》　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
籍
市
民
が

抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
た
。

《
会
報
発
行
》　

7
月
、11
月
、4
月
に「
北
名
古
屋
市
民

タ
イ
ム
ズ
」を
通
じ
て
、全
世
帯
に
配
布
し
た
。

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

　
今
か
ら
12
年
前
に
愛

知
万
博
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
万
博
で
は
、一

市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。私
の
住
む
旧
師

勝
町
は
、豊
田
市
と
も
ど

も
、韓
国
が
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
国
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
ハ
ン
グ
ル
を
覚

え
よ
う
と
、文
化
セ
ン
タ
ー
へ
週
一
回
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。歴
史
や
漢
字
を
ル
ー
ツ
と

す
る
韓
国
語
に
惹
か
れ
て
、ず
っ
と
今
で
も
韓

国
語
を
学
習
し
て
い
ま
す
。韓
国
語
も
日
本

語
と
同
様
に
漢
字（
中
国
語
）か
ら
始
ま
っ
て

お
り
、共
通
点
が
多
い
で
す
。朝
鮮
半
島
で
は
、

1
4
4
3
年
に
世
宗
を
中
心
と
な
っ
て
庶
民

に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
と
作
っ
た
言
語
が

ハ
ン
グ
ル
と
い
う
、世
界
で
も
っ
と
も
新
し
い

言
語
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

韓
国
で
は
、般
若
心
経
や
南
無
阿
弥
陀
仏
と

い
う
、お
経
も
発
音
は
違
う
も
の
の
、い
ま
で

も
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ハ
ン
グ
ル
を
覚
え
よ
う
と
す
る
同
好
会
も
で

き
ま
し
た
が
、ほ
と
ん
ど
が
女
性
ば
か
り
で
、

男
性
は
入
会
し
て
も
続
か
ず
、黒
一
点
と
い
う

状
況
が
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。同
好
会
で
何

度
も
韓
国
に
行
き
ま
し
た
が
、男
性
は
一
人
だ

け
で
す
。ホ
テ
ル
も
一
人
部
屋
で
高
く
な
り
ま

す
。女
性
陣
は
ソ
ウ
ル
の
街
で
も
化
粧
品
、お

し
ゃ
れ
の
店
な
ど
、す
ぐ
に
中
に
入
っ
て
し
ま

い
私
は
一
人
道
路
で
ハ
ン
グ
ル
の
看
板
を
読
ん

で
時
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と
が
毎
回
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、新
大
統
領
の
就
任
演
説
な
ど

は
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、北
朝

鮮
の
テ
レ
ビ
放
送
は
未
だ
な
じ
め
ま
せ
ん
。先

日
、国
際
交
流
協
会
の
事
務
局
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。新
講
座
の
た
め
に
、机
の
上

に「
韓
国
語
講
座
中
級
」と
い
う
テ
キ
ス
ト
が

置
い
て
あ
り
ま
し
た
。何
気
な
く
と
っ
て
読
む

と
、辞
書
も
、手
引
書
も
見
ず
に
、す
べ
て
読

め
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。内
心
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。ソ
ウ
ル
で
の
看
板
読
み
も
役
に

立
っ
て
い
た
の
か
、こ
ん
な
老
人
で
も
継
続
す

れ
ば
少
し
づ
つ
で
も
、進
歩
し
て
い
く
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。今
、し
ば
ら
く
、動
け
る
う
ち

は
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私とハングル

〒481- 8531北名古屋市西之保清水田15番地 北名古屋市役所西庁舎4階　　

北名古屋市国際交流協会　TEL０５６８（２２）１１１１内線２４００　FAX０５６８（２５）１８００
Ｅメール info@kitanagoya-kiia.jp 　ホームページ http://www.kitanagoya-kiia.jp 　フェイスブック https://www.facebook.com/kitanagoyakiia

各種　　　　　　　　　　　　等は、下記までお願いします。申し込み お問い合わせ

私たちの
国際交流

参加料
定 員日 時

対 象

日 時
行 先
集 合

定 員
参加料

締 切

しゃかいじんにほんごきょうしつ かいこう

場 所

北名古屋市国際交流協会会報

北名古屋市国際交流協会
　理事　水田 育男

平
成
29
年
度
北
名
古
屋
市

草
の
根
交
流
海
外
派
遣
事
業（
特
定
財
源
）

事
業
方
針

事
業
計
画平

成
28
年
度
事
業
報
告

平
成
28
年
度
の
事
業
報
告

　平成28年度決算報告　（単位：円）
収入の部
負担金（会費等） 　　　　　 　636,800
補助金・助成金 　　　　12,720,000
諸収入　　　　　　　 1,955,970
繰越金 　　　　　　　　　 　609,154
　　　　　　　　計　　　　15,921,924
支出の部
事務費 　　　　　　　　　　7,386,524
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）

事業費 　　　　　　　　　 8,237,552
（報償費、旅費、需用費、役務費、委託料、負担金補助金等）

予備費 　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　計　　　　15,624,076
詳しくは協会までお問い合わせください

平
成
29
年
度
収
支
予
算
書

トヨタ産業技術記念館見学＆交流会
日本の産業技術の歴史について紹介します。その後、交流会を行います。

7月16日（日）午前9時～午後3時
トヨタ産業技術記念館 他
北名古屋市役所西庁舎 南側駐車場
外国籍市民及びその子女

20名（先着順）
無料
（お昼ご飯を用意します）
7月10日（月）

国際交流子ども芸術教室ｉn名古屋芸術大学西キャンパス

名古屋芸術大学の留学生や学生のお兄さん、お姉さんと一緒に「まちの彫刻」を描きま
せんか？野外美術館を楽しんだり、留学生との交流を通じて、楽しく国際交流しよう！！

7月8日（土）午前9時～午後3時
名古屋芸術大学西キャンパスＵ棟1階102教室
小学生

30名（先着順）
無料
お弁当、水筒、帽子、敷物、鉛筆、消しゴム、絵の具、クレヨン等持ち物

対 象

今回は、タイの首都、大都会バンコクにあるスラムの現状と、ライフワークである
フェアトレードの仕事をはじめたいきさつについてお話しいただきます。

定 員日 時
場 所

8月19日（土）午後2時～4時　
北名古屋市コミュニティセンター3階ホール

50名（先着順）
無料

国際理解講座 井手初穂氏講演会 偶然と出会いから始まった
私の国際貢献

参加料
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